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サンゴ SHOW でおうちカフェ　～サンゴと歩んできた 20 年～
環境省国際サンゴ礁研究・モニタリングセンター　　　　coremoc ＠ sirius.ocn.ne.jp  

　環境省国際サンゴ礁研究・モニタリングセンター（以下、「サンゴセン
ター」という。）は、サンゴ礁の保全・研究の拠点として、平成12年度に
開所し、本年度に20周年を迎えました。サンゴセンター開所後は、本施
設を拠点とした石西礁湖自然再生事業を中心に、サンゴ礁に関する情報
の収集・整理・提供や海外支援活動、普及啓発活動など多岐にわたる活
動に取り組んできました。
　開所20年の節目を迎えたことを記念し、令和3年（2021年）3月6日、「サ
ンゴ SHOW でおうちカフェ～サンゴ礁と歩んできた20年～」と題し、サ
ンゴ礁の価値や重要性、保全の必要性を考えるきっかけとなるようイベ
ントをＷＥＢ配信にて開催しましたので、その様子をご紹介します。
　プログラムの最初は、前日の3月5日（サンゴの日）に地元小学校児童
がサンゴの破片や貝殻、シーグラス（海岸に漂着するガラスの欠片）を使っ
て制作したサンゴセンターの表札看板をお披露目しました。
　続くトークセッションでは、「サンゴってなに？」をテーマに琉球大学
名誉教授で石西礁湖自然再生協議会会長である土屋誠先生が、サンゴ・
サポーターである石垣島の大人気アーティスト「き
いやま商店」からの質問に答える形式で、写真で説
明しながらサンゴの基本的なことについておさらい
しました。
　また、「サンゴと歩んだ20年」をテーマに土屋先
生と環境省職員がサンゴセンターの20年の取組を、
八重山でのできごとと一緒に振り返り、達成できた
ことやこれからの課題についてのトークを繰り広げ
ました。
　サンゴにちなんだ特別講演「サンゴは魚とお友だ
ち！？～サンゴと生き物のつながり～」では、国立

研究開発法人水産研究教育機構水産技術研究所の名波敦主任研究員が、
サンゴ礁を住処とし、サンゴをエサとする魚の生態についてお話くださ
いました。魚の種類によって食べるサンゴの部位や食べ方が異なること
など、動画を交えた説明は子どもにも分かりやすく、サンゴ礁の重要性を、
サンゴそのものだけではなくサンゴと関係のある生き物の視点からも考
えるきっかけになりました。
　最後に、きいやま商店によるミニライブが行われ、サンゴ礁保全再生
応援ソング「１、２、サンゴー！」を歌っていただき、「ずーっとずーっ
と僕らが見た美しいサンゴを見せてあげたい」という気持ちのこもった
強いメッセージを、画面の向こう側にいる多くの視聴者に届けてくださ
いました。
　サンゴセンターは、地域の方や関係機関、団体など、たくさんの方に
支えていただき、20周年を迎えることができました。八重山の、日本の、
世界のサンゴ礁を守るため、これからも一歩一歩進んで行けたらと思います。

「恩納村 Save The Coral プロジェクト」を開催
當山 香織　（恩納村企画課）　　　kikaku ＠ vill.onna.lg.jp

　今年もやってきました「サンゴの日」！ということで、2021年3月5日に
「恩納村 Save The Coral プロジェクト」を開催しました。恩納村は「世界一

サンゴにやさしい村」を目指して2018年7月に「サンゴの村」を宣言し、環
境負荷が少ない持続的発展が可能な社会づくりと自然環境にやさしい地域
づくりに取り組んでいます。
　2018年のキックオフイベントから毎年3月5日に開催し、多くの関係団体、
村民、事業者に参加いただいています。海域ではサンゴの苗350本を植え付
け、陸域では赤土流出防止対策としてグリーンベルト（ベチバー）を畑の
周りに植栽し、ビーチでは大量に流れつく漂着ゴミなどを拾うビーチクリー
ンが行われています。
　今年の出発式では、恩納村が日本で初めて自治体主導で導入を進めてい
るサンゴや環境にやさしいダイビングやシュノーケリングのガイドライン

「Green Fins」に取り組んでいる恩納村漁協とダイビングショップ10店舗が
紹介されました。「Green Fins」とは、UNEP（国連環境計画）とイギリス
の Reef World 財団によ
るサンゴ礁保全の取り
組 み で、「サ ン ゴ の 上
に 立 た な い」「魚 の 餌
付けをしない」などの
ガイドラインに沿うこ
とで環境への負荷を最
小限にマリンレジャー
を楽しむことができま
す。

　恩納村漁協・ダイビング協会のみなさんが真栄田
漁港沖で350本のサンゴの苗を植え付け、塩屋区農地
のグリーンベルト植え付けに約50名が参加し、ベチ
バー320本（60ｍ）を植え付け、約500坪の畑にひま
わり、コスモス、ヘアリーベッチの種まきを行いま
した。真栄田漁港周辺と久良波海岸の2か所のビーチ
クリーンに約200名が参加し、ゴミの量は2t ダンプ7
台分となりました。ペットボトルやビニール袋などの
ゴミやブイなどの大型のゴミも多く回収されました。
　また、恩納小学校3年生約40名が恩納小学校向かいの海と恩納村体験学習
センター近くの海でビーチクリーンを行い、ゴミ袋9個分のゴミを拾いました。
みなさんも日頃からゴミの分別、環境負荷が少ない素材、リサイクル素材
などでできた商品を購入する、といった身近なところからできる、脱プラ
スチックなライフスタイルを取り入れていきましょう！

写真2：グリーンベルト（ベチバー）の植え付け 写真3：子どもたちもビーチクリーン活動

3月5日「サンゴの日」前後に、
沖縄県サンゴ礁保全推進協議会が主催する「サンゴ礁ウィーク」の
イベントのほか、今年も多くのサンゴ関連イベントが開催されました。

今回は、それらのイベントの中から、一部をご紹介します。

「つながる、広がる、支えあう」

サンゴ礁ウィーク

写真1：Sunna ちゃんと参加者のみなさん

写真1： トークセッション「サンゴと歩んだ20年」 写真2： きいやま商店によるミニライブ「サンゴ SHOW TIME」

「サンゴの村宣言」
キャラクター Sunna
（さんな）ちゃん
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　2021 年 2 月 11 日（木・祝日）に、第 8 回全国海洋
教育サミットが、東京都内のフクラシア東京ステー
ションを拠点に Zoom を用いたハイブリッドで開
催されました。全国の小中高校の児童・生徒と教
員による海洋教育の実践に関わる成果発表が行わ
れる中、表題の通りのパラレルセッションとして、
海洋に関わる様々な学会や団体［日本海洋学会・日
本サンゴ礁学会（JCRS）・海辺の環境教育フォーラ
ム・日本船舶海洋工学会・日本水産学会・日本動物
園水族館教育研究会（Zoo 教研）］が行っている教
育に対する取り組みについての情報交換が行われ
ました。
　JCRS からは、私が、教育・普及啓発委員会の設
立、様々な教育コンテンツ作り、展示イベントの
参加、書籍の出版、小中高生ポスター発表の実施、
喜界島サンゴ礁科学研究所など NPO/NGO 等の学
会員の取り組み、保全・教育普及奨励賞の設立な
どについて、情報提供を行いました。学会員の方々
の活動の成果が多く、他学会よりも充実した活動
内容を紹介できたと思います。また、Zoo 教研の
年次大会で、動物園や水族館で行われている子供・

一般向けの教育ツールについての多くの情報交換
が行われていることを知ったことは、私にとって
も大きな収穫でした。JCRS 教育・普及啓発委員会
で開発した教育パッケージなどを、Zoo 教研で発
表することでコネクションを作り、水族館とコラ
ボしてのイベントを定期的に開催できるとすれば、
多くの子供たちにサンゴ礁や自然の魅力を伝える
ことができると考えられます。
　その他、総合セッションでは、各学会で個別に行っ
ている講師派遣事業の入り口を共通したものにし
ていくこと、また、海洋教育
のさらなる充実・進展を図るた
めに、海洋教育に関する情報
交換を行う学会を設立してい
くアイディアなどが提起され
ました。「持続可能な開発のた
めの海洋科学の 10 年」とする
決議が国連総会でなされ、海
洋の持続的利用のために、教
育機関、科学コミュニティ、政
策立案者、企業や一般社会の

力の結集が呼びかけられています。このように海
洋教育の機運が高まる中で、児童生徒や一般市民
に海洋の役割や重要性を伝える海洋学の専門家の
役割はますます重要になってきています。JCRS の
教育・普及啓発委員会の活動へのご協力も引き続
きお願いいたします。
　 本セッションの開催に尽力をいただいた、東京
大学教育学系研究科附属海洋教育センターの皆様
には、お礼を申し上げます。

参加報告

第8回全国海洋教育サミット
「海洋教育研究のネットワーク構築に向けて」セッション参加報告

梅澤 有　（JCRS 広報・社会連携担当理事、東京農工大学） 　　　　　umezawa ＠ me.tuat.ac.jp

写真 : 日本サンゴ礁学会・学会員が関わる様々な教育活動

　ニュースレターのスペースを少し頂いて、日本生
態学会でのシンポジウム開催報告させて頂きます。
今回のシンポジウムは 2021 年 3 月 21 日にオンラ
インで開催されました。今回の企画に至った最大
のモチベーションは、私自身のライフワークである「沖
縄の研究」のフィールドの一つである沿岸生態系を
まるごと理解していけるような方向性を考えてみ
たかったことです。環境 DNA 解析が急速に普及し、
生物情報の取得が爆発的に増えて期待が高まる昨
今ですが、新しい生態系観にたどり着くには、ベ
ントスの生き様には欠かせない「底質」の視点から、
もう少し何か質的な転換を導き出せないか？とも
思いました。また、国立環境研究所の熊谷直喜さ
んが、生態学会にて陸と海の生態系の一般性に関
する集会をこれまで企画されており、その姿勢や
体系的な議論にも大いに刺激されました。こうし
た経緯から、日本サンゴ礁学会・日本ベントス学
会を通じて交流を深めてきた方々を中心に、今回
講演をお願いしました。
　シンポジウムのトップバッターの和歌山県立自
然博物館の國島大河さんからは、干潟の魚類群集
と底質環境との関係について、重厚なデータとネッ
トワーク解析等に基づいた発表をして頂きました。
京都大学の劉文さんと島根大学の川井田俊さんか
らは、あまり聞き慣れない「環境酵素」をキーワー
ドに、干潟・マングローブ域における物質循環とベ
ントスの棲み分けに関する新知見が紹介されまし
た。産総研の清家弘治さんからは、独特なアプロー

チと視点から浮き彫りにしてきたベントスの生き
様と環境も変えうるその潜在能力に関する知見を
発表して頂きました。北里大学の安元剛さんから
は、石灰質の底質に蓄積したリン酸や重金属とサ
ンゴの生育との関係についてお話頂きました。兵
庫県立大学の頼末武史さんからは、ベントスが底
質と最初に関わる着底のプロセスに関する最新の
知見についてお話頂きました。そして最後に熊谷
さんからは、陸と海の共通性・異質性を意識した
土壌と底質の捉え方に関する斬新な視点が示され
ました。取り急ぎざっと概要を並べてみましたが、
これらを眺めて沿岸
の新しい生態系観を
もたらすようなアイ
デアは思いつきます
でしょうか。私は Yes
と答えたいところで
すが、この辺りの議
論を一緒にできる機
会がどこかにあれば
幸いです。
　生態学会の良いと
ころは、生態系を扱
う分野の最高峰の研
究知見が毎年発表・議
論され、自分のフィー
ルドだとこうした手
法・アイデアで研究す

ると面白そうだ！と刺激をもらえるところです。
サンゴ礁は生態学会では未だ未開拓領域に近いで
すので、もし何か行き詰まっていることがありま
したら、今回のような集会を企画して、一緒に研
究してもらえる仲間を探してみるのはおすすめか
もしれません。私自身は、いつか沖縄を舞台に、
陸域からサンゴ礁を含む沿岸までまるごと理解し
ていけるような新たな研究のフロンティアを開拓
したいと考えておりますので、もし興味ございま
したらぜひお声おかけ下さい！

開催報告

日本生態学会シンポジウム
「海洋ベントス生態学のフロンティアー底質に着目してー」開催報告

井口 亮（産業技術総合研究所）     　　　　　　iguchi.a ＠ aist.go.jp

写真 : 今回のシンポジウムで取り上げた沿岸生態系の景観の写真



お 知 ら せ 1

お 知 ら せ 2

infOrmaTiOn

日本サンゴ礁学会 第24回大会
第24回大会会長　荒井 晃作
                                     （産業技術総合研究所 地質情報研究部門・部門長）
大会実行委員会（井口亮*・鈴木淳・水山克・山本将史）＊委員長

開催日程：2021年11月27日 土～11月29日 月
　　　　　（27日午前は代議員総会）

開催場所：オンライン大会 
　昨年に引き続き2回目のオンライン大会となります。大会実行委員一丸
となって準備を進めていきますので、皆様のご参加をお待ちしています。

（COVID-19等により大会開催概要に変更が生じた場合は、sango_ML や学会
HP にてお知らせいたします）

　COVID-19の感染拡大予防の観点から、サンゴ礁学会員の方々も参加を
予定されていた多くの研究発表大会が、オンライン大会（ハイブリッド
を含む）となっています。予定は変更になる可能性もありますので、引
き続き、関連する HP 等で情報を収集されてください。

・ 国際サンゴ礁学会第14・15回 Bremen 大会（14th ＆15th ICRS）
　14th オンライン大会（2021年7月19日～23日）
　15th 現地開催大会　（2022年7月3日～8日）
　https://www.icrs2021.de/

・日本地球惑星科学連合 JpGU-AGU Joint Meeting 2021
　オンライン大会（2021年 5月30日～6月6日）
　※口頭・ポスター発表、ブース展示などを、オンラインのみで開催します。
　http://www.jpgu.org/meeting_j2021/ 
　※下記のセッション等、サンゴ・サンゴ礁に関連した多数のセッショ
ンが開催されます。
　「沿岸海洋生態系 -2．サンゴ礁・藻場・マングローブ」
　https://confit.atlas.jp/guide/event/jpgu2021/session/ACG41_3AM1/class
　https://confit.atlas.jp/guide/event/jpgu2021/session/ACG41_3PM1/class
　「古気候・古海洋変動」（下記は一部のサンゴ関連セッションです）

　https://confit.atlas.jp/guide/event/jpgu2021/session/MIS16_4PM1/class

・日本熱帯生態学会 第31回 広島大会　
　現地開催＆オンライン大会（2021年6月26日～27日）　   
　https://www.jaste.website/
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　G'day mate! 私は 2016 年から 2018 年の間，オーストラリアのブリスベンに
位置するクイーンスランド大学（UQ）理学部の Gregory Webb 教授のもとで日
本学術振興会（JSPS）海外特別研究員として研究をしてきました．
　Webb 教授との出会いは 2012 年にオーストラリアのブリスベンで開催され
た国際学会でした．当時の私はまだ大学院生で，国際学会で口頭発表をすると
いう重大ミッションがあったため，緊張のあまり座長の Webb 教授とほとんど
お話しすることはできませんでした．
　数年後 JSPS の海外学振の受け入れ先を検討した際に，日本での指導教員だっ
た大阪市立大学の江﨑洋一教授の薦めもあり，Webb 教授にオファーすること
にしました．しかし，何度か送ったメールに返事がなく，途方に暮れていました．
締め切り期日ぎりぎりに，最後の頼みの綱として意を決し，国際電話をかけて

みると，Webb 教授が長期
航海に出ており，電波の届
きにくい環境下にいること
が 発 覚 し ま し た．UQ の 事
務の方の手助けもあり，な
んとか受入処理もできまし
た．その後，研究者用のビ
ザの発行手続きや海外での
賃貸契約など，日本語でも
煩雑な事務作業をすべて英
語で行い，苦労して出国し
た覚えがあります．ここま
での過程が最も大変でした．
　実際にオーストラリアに
赴任した後は，Webb 教授

が上記の長期航海で採集して来てくれたタスマニア海山のイシサンゴの形態解
析に関する研究や採集された生物のデータベースの構築を行いました．オース
トラリア滞在期間中に共著論文も出すことができてネイティブの研究者の仕事
の速さを肌で感じました．
　私の場合，海外赴任後も日本人の知り合いはほとんどできず，公私ともに
Webb 教授や同僚と過ごすことが多かったです．ブリスベンの街中はブリスベ
ン川が大きく蛇行して流れており，通勤に水上バスを使ったり，休日にはその
川でカヌーしたりできます． 
　ブリスベンは治安もよく，大学も多いためとても住みやすい環境だと思いま
す．COVID-19が落ち着いたらぜひ一度は海外へ飛び立つことをおすすめします．

写真2：休日にブリスベン川でカヌーを楽しむ筆者．写真1：Webb 教授（中央）と同僚と筆者（左）．

琉球大学理学部物質地球科学科 助教
千徳  明日香         sentoku ＠ sci.u-ryukyu.ac.jp 16
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海に囲まれて暮らす私たちにとって、毎日の食事の中で、海産物を口にしない日は一日も無いのでは
ないでしょうか。しかし、陸上で暮らす私たちにとって、海中で起きている生態系の変化にはなかなか
気が付かないものです。本書は朝日新聞の記者である著者が、取材した情報と豊富な写真をもとに、今、
日本の海で起きていることをわかりやすく解説しています。

　本書は全部で5章から成ります。本学会員にとっては、“第1章「美ら海」からの警鐘 “が興味深いか
もしれません。例えば、2007年と2016年の大規模なサンゴ白化について、朝日新聞社機の「あすか」を使っ
ての調査について、計画から結果まで詳しく記されており、当時の研究現場の様子がよく伝わってきます。

　第2章から第4章にかけては、日本近海で起きている水温上昇や海洋酸性化などに対する生き物の応
答について紹介しています。サンゴ礁でよく見かけるチョウチョウウオなどの魚は、黒潮に乗って本州
の太平洋岸でも見かけることはしばしばありますが、秋から冬は水温が低くなるため越冬出来ずに死ん
でしまう「死滅回遊魚」になることが多いようです。しかし、近年は越冬できる種類が増えているようで、
本書には越冬魚類のリストが記されており、参考になると思います。そして、最近の研究から、黒潮の
流速が現在よりも30％ほど早くなる可能性があるため、サンゴ礁に生息する魚類がこれまでよりも早く、
遠くへと運ばれていくことでしょう。夏、沖縄のサンゴ礁で見かけていた魚たちを、皆さんの身近な海
で見ることができる日は近いかもしれません。一方、北海道が全国の水揚げ量の8割を占める冷水系の魚
であるサケは、海水温の上昇によって北へと生息分布が移動していくことで、日本近海から姿を消して
しまうかもしれないようです。近い将来、イクラ丼やサケのムニエルなどが食べにくくなるのでしょうか。

本書では研究者へのインタビューや同行潜水、そして2019年、2020年に誌上発表された最新の研究成
果も紹介されており、研究のレビューとしても読み応えがあります。新聞記者によるわかりやすい記述
であるため、普段、馴染みのない研究分野の内容もスーッと頭に入ってきますので、通学の電車の中、
ランチの待ち時間にもページをめくれそうです。ランチでお寿司を食べるなら、“第5章　「どうなる？未
来のお寿司屋さん」” は必読でしょう。そして、食後には、今後の海洋環境と海洋生態系の変化について、
海を舞台に活動している我々学会員が一人ひとりに出来ることは何か、考えていくことが必要かもしれ
ません。

タイトル：

温暖化で日本の海に何
が起こるのか
～水面下で変わりゆく海の
生態系～
発行：講談社
著者：山本 智之
初版：2020年8月20日
定価：1,210円（税込）
ISBN：978-4065206768

温暖化で日本の海に何が起こるのか
～水面下で変わりゆく海の生態系～

本郷 宙軌 ( 和歌山県職員 )　　　hongo_c0001 ＠ pref.wakayama.lg.jp

タイトル：

日本の海洋保全政策：
開発・利用との調和をめざ
して
発行：東京大学出版会
著者：牧野 光琢
初版：2020年12月25日
定価：2,860円（税込）
ISBN：978-4-13-062320-9

海洋保全政策論とは、この本の著者によれば「人間社会によるさまざまな海の利用と保全の調和をめ
ざす学問」である。方法論として政策科学と持続可能性科学を用いる。本書は「大学の学部生および大
学院の修士1年生の学生に向けた入門用のテキスト」として執筆されているが、海洋保全に関わる研究者、
行政、現場の実務者すべてに参考になる本だと思う。少なくとも、私はこの本を読んでたいへん勉強になった。

各章の内容は、セクター別の章は水産資源管理、生態系の保全、海洋保護区、海運、エネルギー、レ
クリエーション、総合的な章は沿岸域の総合的管理、海洋基本法と総合海洋政策、海と気候変動、海洋
科学の国際連携、海洋保全と価値観・文化など多岐にわたっている。

日本各地の事例研究は少ないのだが、そのなかで石西礁湖が4つの章で取り上げられている。そこで出
てくる社会-生態システム図（通称、曼荼羅図）という複雑な図が興味深く、また非常に有効なツールと
して機能している。著者によれば、海洋の保全には、人間社会と自然生態系を別々の系として分析する
のではなく、両者を含めた大きな一つの系としてとらえ、その相互作用や全体としてのあり方を議論す
る社会生態系アプローチが必要である。また、このようなきわめて複雑で不確実性の高い系で生じる海
洋保全の問題を解決するためには、従来のように科学者だけで研究を進めるのではなく、研究のデザイン、
知識・技術の生産、研究成果の実践のすべての過程で科学者と地域のステークホルダーが協働するトラ
ンスディシプリナリー（TD）研究が必要とされている。石西礁湖の曼荼羅図は、石西礁湖の生態系と社
会系の相互作用をTD研究で分析するツールとして使われるだけでなく、関係する多省庁の施策の統合分
析や気候変動の緩和と適応にも活用できることを著者は示している。

「浜の道具箱」というたいへん興味深い仕組みも紹介されている。浜の道具箱には、禁漁区や体長制限
などの伝統的な水産資源管理ツールだけでなく、資源増殖、生態系保全、流通加工、コスト削減などの様々
なツールが含まれている。全国共通の道具箱ではなく、全国の優良事例を集めたデーターベースを参考に、
各地区独自の道具箱を作る。漁業者と研究者が何回ものワークショップでTD研究により作り上げていく
ものである。八重山漁協も、主力漁法の桙突き漁（スピアー漁）を対象に浜の道具箱を作っている。

「日本の海洋保全政策：開発・利用との調和をめざして」
鹿熊信一郎 （佐賀大学海洋エネルギー研究センター　特任教授）

kakuma77 ＠ gmail.com
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日本サンゴ礁学会ニュースレター　 [ 2021年5月 ]
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● 編集・発行人／「日本サンゴ礁学会広報委員会」　
 梅澤・座安・岨・田中(健)・中嶋・藤井(琢)・樋口・本郷・山本(将)・山下(洋)・湯山・和田
● 発行所／一般社団法人日本サンゴ礁学会　● 事務局　e-mail： info ＠ jcrs.sakura.ne.jp　Fax：088-880-2284　
 〒783-8505　高知県南国市岡豊町小蓮 185-1　一般社団法人日本サンゴ礁学会　

そろそろミドリイシの卵も色付く季節ですね。
コ ロ ナ 第1波 か ら 一 年、外 出 自 粛 の 長 期 連 休 が
これで最後になりますように。 

編集担当：座安佑奈

公表論文 公表論文

お 知 ら せ 3 )

infOrmaTiOn

日本サンゴ礁学会では、2021年度の学会各賞の公募を行っています。奮ってご応募下さい。
 学 会 賞・ 川 口 奨 励 賞   応募〆切：2021年7月31日（土）  当日消印有効

応募方法：郵送あるいはメールの添付書類にて賞委員会委員長　深見裕伸まで送付
詳細は HP( http://www.jcrs.jp/wp/?p=5769 ) をご覧ください。

保 全・ 教 育 普 及 奨 励 賞   応募〆切：2021年8月31日（火）  24時
これまでのサンゴ礁保全活動奨励賞の趣旨を継続しつつ、サンゴ礁に関わる教育・普及活動を含む、より広い意味でのサンゴ礁保全活動に焦点をあてることを
目的に、サンゴ礁保全活動奨励賞からの賞名称の変更が行われました。サンゴ礁の保全、サンゴ礁に関わる環境教育や普及啓発などを通して広く社会に貢献し
た具体的な活動を行っている個人、NPO/NGO・企業・研究室・学校などの団体を対象としています。
応募方法：メールの添付書類にて、専用のアドレス宛に送付（郵送では受け付けていません）
詳細は HP( http://www.jcrs.jp/wp/?p=5780 ) をご覧ください。

Environmental factors explain spawning day deviation from 
full moon in the scleractinian coral Acropora　　　　　　　
　
Yusuke Sakai, Masayuki Hatta, Seishiro Furukawa, Masakado Kawata, Naoto Ueno, 
Shinichiro Maruyama
Biology Letters 16, 20190760. (2020) https://doi.org/10.1098/rsbl.2019.0760

「サンゴはどのように環境に合わせて産卵日を変化させるのか？」
　造礁性サンゴの多くが示す特徴的な繁殖様式である一斉産卵は、毎年、初夏の満
月に近い夜に起こることから、月齢周期に合わせた何らかのシグナルにより引き起
こされると考えられています。しかし、実際の産卵日は満月の前後でばらつき、毎
年異なるずれ方を見せるため、予測が難しいことでも知られてきました。本研究では、
気象衛星データと現地での産卵観察、および文献資料調査を組み合わせて、こうし
た「産卵日と満月とのずれ」がどのような環境要因によって変動するのかを明らか
にすることを試みました。日本とオーストラリアの複数のサンゴ礁においてミドリ
イシ属（Acropora）の産卵日と産卵日決定に関わる可能性のある４つの環境要因（海
水表面温度、風速、降雨量、日射量）をデータとしてまとめ、統計モデルを構築す
ることで、地域間で共通して「産卵日と満月とのずれ」に影響を与える環境要因を
同定しました。その結果、海水面温度と日射量、風速を影響が大きい環境要因とし
て特定しました。産卵月の満月日から90日前までの海水表面温度および90日前から
120日前までの区画の日射量が高いほど産卵日が早くなる一方で、満月日から60日
前までの風速が強いほど産卵日は遅くなる傾向がありました。本研究で影響が見ら
れたこれらの環境要因とサンゴの繁殖生態との関係を実験的に検証していくことで、
サンゴの一斉産卵の謎が解明されることが期待されます。

Limited fine-scale larval dispersal of the threatened brooding 
corals Heliopora spp. as evidenced by population genetics and 
numerical simulation
Hiroki Taninaka, Lawrence Patric C. Bernardo, Yuta Saito, Satoshi Nagai, Mitsuhiro 
Ueno, Yuko F. Kitano, Takashi Nakamura, Nina Yasuda
Conservation Genetics 20, 1449–1463 (2019) https://doi.org/10.1007/s10592-019-
01228-7

「石西礁湖におけるアオサンゴの幼生分散ネットワークの実態解明」
　世界各地で急激な減少傾向にあるサンゴを保全するには、サンゴの初期生活
史にある幼生分散期を介した集団間の繋がりを明らかにすることが重要です。
幼生分散による集団の繋がりや孤立性等が分かれば、撹乱後、多様性を回復す
るまでにかかる時間や回復の可能性を考える上でも有効です。そこで私たちは、
国内最大のサンゴ礁域である石西礁湖周辺海域に生息するアオサンゴ計22地点
929群体を対象に、マイクロサテライト遺伝子座を用いた集団遺伝解析と幼生
分散シミュレーションを実施し、石西礁湖内の幼生分散の実態を解明しました。
遺伝学的・物理学的解析の双方の結果は良く一致し、石西礁湖の南東部及び北
西部の一部の集団間を除き、ほぼ全てのアオサンゴ集団は自己加入によって集
団維持していることが裏付けられました。これまで室内飼育実験や白保海域の
野外調査から推測されていたように、アオサンゴ属は幼生分散能力が極めて低く、
集団ごとに孤立しやすいことが実証されました。同じく石西礁湖海域のミドリ
イシ属では均一な遺伝構造がみられることとは対照的に、アオサンゴは幼生分
散能力の高い他のサンゴ種に比べ局所的な絶滅の危険性が高いと考えられます。
今後、アオサンゴのような特に幼生分散能力の低い保育型サンゴについてはこ
うした礁規模の遺伝的構造も詳細に調べることが重要であり、科学的知見に基
づくより細かな海洋保護区の整備が必要です。

図：西表島南海域に生息するアオサンゴ大群落

連絡先：安田　仁奈 ( 宮崎大学 )                  nina27 ＠ cc.miyazaki-u.ac.jp

連絡先：
酒井 祐輔（大阪市大）               ysakai1124 ＠ gmail.com
丸山 真一朗（東北大／お茶の水女子大 )             maruyama ＠ tohoku.ac.jp

図：今回の研究で同定された「産卵日と満月とのずれ ( 日数）」と環境要因との関係。
（a）満月から30日前までの平均海水表面温度は、満月からのずれをよく説明できる。（b）

各時間区画において、異なる環境要因が産卵日の満月からのずれをよく説明する因子と
して検出された。「水温」は海水表面温度を示す（論文中図より改変）。

サンゴ礁研究


